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はじめに
　平岩弓枝は日本の大衆小説作家の中でも代表的な女性作家である。最も有
名な作品「御宿かわせみ」シリーズは、2017 年現在まですでに 40年以上連載
が続けられており、高い人気を保っている。
　1932 年、平岩は東京の代々木八幡宮の一人娘として生まれた。子ども時代
から古典文学と伝統芸能に親しんでいたという。ただし、学生時代に自分で小
説を書く意欲はなく、高校時代に演劇部で舞台の脚本を書いたぐらいだった。
1955 年に、大学を卒業してもまだ進路が決まらなかった彼女は、友人の紹介
を通じて小説家の戸川幸夫に師事するようになった。そこから、彼女は本格的
に作家を目指し始めた。1957 年、雑誌『大衆文芸』の新人創作というカテゴリー
に、彼女の短篇小説「つんぼ」1 が掲載された。これが彼女のはじめて雑誌で発
表した作品になる。これをきっかけに、平岩は戸川の推薦で大衆小説研究会の
新鷹会に入り、小説家長谷川伸の弟子になった。当時、平岩弓枝は新鷹会の
唯一の女性メンバーであった。入会して間もなく、1959年に彼女の短篇小説「鏨
師」2が直木賞を獲得した。平岩弓枝の名も徐々に世間に知られるようになった。
　代表作である長編時代小説「御宿かわせみ」シリーズによって、彼女を時代
小説作家と認識している読者が多い。しかし、実際は時代小説のほか、彼女は
歴史小説や現代小説も発表している。また、小説以外の媒体として、テレビ
ドラマやラジオドラマ、舞台劇などのジャンルでも活躍し、多くの演劇脚本
1	 平岩弓枝「つんぼ」『大衆文芸』第 17 巻第 8号（1957 年 8 月）、pp.90-113
2	 平岩弓枝「鏨師」『大衆文芸』第 19 巻第 2号（1959 年 2 月）、pp.31-46
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を手がけた。今までの彼女の大衆文芸における貢献は、華やかな受賞歴によっ
ても証明されている。デビューしてすぐに受賞した直木賞を始めとして、のち
に小説分野では吉川英治文学賞（1991年第25回、『花影の花　大石内蔵助の妻』）
と菊池寛賞（1998 年、第 46回）も獲得し、演劇分野ではNHK放送文化賞（1978
年第 30 回）と菊田一夫演劇賞（1986 年第 12 回、「三味線お千代」「真夜中の
招待状」）も受賞した。さらに、2016 年に文化勲章を授与された。大衆文学作
家の中で、2002 年の杉本苑子に続き、彼女は二人目の女性受賞者になっている。
　多くの成果を上げた一方、彼女の作品に関する評論や学術的な研究はまだ
少ない。主な先行研究として、まず、作家の三浦佐久子の「平岩弓枝の伝統
芸能小説」3が挙げられる。この評論は平岩作品に描かれている伝統芸能の要素
に注目し、「つんぼ」や「神楽師」などの短篇小説から、ドラマ脚本にまで広
く言及している。これを通じて平岩の作品群に表れている「芸道もの」の一
貫性を明らかにした。また、平岩と同じく新鷹会に所属している作家の二階
堂玲太は、『国文学　解釈と教材の研究』の特集「時代小説の味わい方」にお
いて、彼女の作品群を包括的に紹介している 4。特に最後の部分では、平岩の神
社の娘としての出自を強調し、その特殊な家庭環境がいかに彼女の作品に影
響したかを示している。作家による評論が多い中で、国文学者の島内景二は「平
岩弓枝の文学世界 --古典文学との響映から」5という本格的な論文を発表してい
る。論文は『平安妖異伝』6 と、「御宿かわせみ」シリーズ文庫本 18巻までの部
分を研究対象として、各回の構成を『源氏物語』や『伊勢物語』などの多く
の古典文学と照応しながら分析している。この研究によって、「御宿かわせみ」
シリーズに取り上げられている古典文学のモチーフは、学術研究の視座でよ
り明確に示された。
　以上の研究は主に平岩の作品に見られる古典文化との関連性を重視してい
3	 三浦佐久子「平岩弓枝の伝統芸能小説」『大衆文学研究』1998年巻第1号（1998年3月）、
pp.14-17
4	 二階堂玲太「時代小説の味わい方　平岩弓枝」『国文学　解釈と教材』第 54 巻第 8
号（2009 年 6 月）、pp.112-120
5	 島内景二「平岩弓枝の文学世界 -- 古典文学との響映から」『電気通信大学紀要』第
13 巻第 2号（2001 年 1 月）、pp.273-340
6	 平岩弓枝『平安妖異伝』新潮社、2000 年
09_李紹楠_16号.indd   140 2019/03/25   14:36
141平岩弓枝『江戸の娘』における女性像
る。確かに、平岩の作品に見られる綿密な歴史考証と古典の素養は最も指摘
すべき特徴である。それにしても、彼女は現代社会を背景とする作品も多く
発表しており、そのキャリアから得た作品の現代性は看過できない。そもそも、
平岩弓枝はインタビューでこのように述べたこともある。「私の時代小説とい
うのは、ぜんぶ現代小説なんですよ。着物を着ている現代小説」7 だという。当
然ながら、時代小説というジャンルは従来、史実を再現するより、現代の読
者にエンタテインメントを提供することに重点を置くと言われている。それ
でも、この言葉には彼女は単なる娯楽という以上に、作品と現代日本社会の
関連性に心がけていることが窺えるのではないだろうか。
　そのうえ、このようなエピソードもある。平岩はデビューしたばかりの頃、
小説を書くということについてある種の恐れを感じたことがあったようだ。
エッセイの中で、彼女はその問題について長谷川伸に相談した場面を以下の
ように回想している。
　で、ある時、長谷川先生に申しました。
　「私のように平凡に生まれた者、平凡に育った者が物を書く。怖いと思
います。女流作家の先輩を見ても、みんな血まみれ泥まみれになった人
生を送っています。その中から自分の文学が生まれてくる。私には泥だ
らけになったこともなければ血まみれになったこともありません。こう
いう人間が物を書いていて大丈夫でしょうか、いいのでしょうか」8
　
　長谷川はこのように答えた。
　……その人の一代には、その人だけが知っている紆余曲折が、山、坂
があったにちがいない。（中略）ということは、君が泣いたり笑ったり怒っ
たりすることは、最も多くの人々と同じものだ。一緒に持つ怒りであり、
一緒に持つ喜びであり、一緒に持つ悲しみである。そういう人間がもの
7	 平岩弓枝「私と小説とおるいさん」『本の話』第 3巻第 9号（1997 年 9 月）、pp.6-26
8	 平岩弓枝「『色のない地図』をめぐって」『月刊自由民主』第 431 巻第 2号（1989 年
2 月）、pp.84-91
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を書く。俺はいいと思う。
　このエピソードの時期は長谷川伸が 78歳の時というので、1962 年頃である。
1957 年にデビューし、2年後にすでに直木賞を取っていた平岩は、急な飛躍に
不安を感じていたのだろう。特に「血まみれ泥まみれ」の人生体験がないとい
う彼女は、強烈な文学思想を生み出すことは到底できないだろうと自覚した
といえよう。同時代の女性文学の先端に立つ作家たちと比べると、彼女に書け
る題材は確かに平凡に見える。しかし、このエッセイに記されている長谷川伸
の言葉は、平岩の作品の価値を示した。つまり、現代社会を生きる大衆と最
も近い距離にいることで、読者が普遍的に共感できる人物像を描くことこそ、
彼女の大衆小説作家としての進むべき道である、ということである。
　30 年近く経っても、平岩はなおこのエピソードを語っている。長谷川の教
えが彼女の創作に大きな影響を与えたことは明らかである。事実、平岩の作品
において、身辺にいるような親しみがある人物造形も一つ重要な特徴であり、
特に女性を表現することに強い関心を持っていることがわかる。詳しい分析
は次節から行うが、名高い「御宿かわせみ」シリーズを代表として、平岩の
作品は様々な女性像を描いてきた。本論文の研究対象である短篇集『江戸の娘』9
に収録されている小説も女性を主人公にしたものが多い。『江戸の娘』は 1977
年に出版された短篇集『絵島の恋』10 から改題したものだ。二つのバージョン
では作品の並び順は変わらないが、『江戸の娘』では冒頭に「狂歌師」11 の一篇
を新しく加えて、七つの短篇が収録されている。同作の文庫本の解説において、
平岩弓枝の夫である伊東昌輝は、「出島阿蘭陀屋敷」12 は「御宿かわせみ」シリー
ズの第一回「初春の客」の原型であり、「江戸の娘」の主人公像は「御宿かわ
せみ」シリーズの主人公の原型であると指摘している。さらに、この短編集
は「平岩弓枝という作家の作品の原型、あるいは設計図といったようなものが、
この七篇の短篇の中に凝縮されており、この小説作法の秘密のすべてがこれ
9	 平岩弓枝『江戸の娘』東京文藝社、1979 年
10	 平岩弓枝『絵島の恋』東京文藝社、1977 年
11	 平岩弓枝「狂歌師」『大衆文芸』第 19 巻 5 号（1959 年 5 月）、pp.48-64
12	 平岩弓枝「出島阿蘭陀屋敷」『別冊小説新潮	昭和 40 年夏季特別号』新潮社、1965 年
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らの中に隠されている」とも評価している。この評価も視野に入れて、本論
文では『江戸の娘』を研究対象とする。
　では、この短編集の中で平岩はどのように女性人物を表現したのか。また、
そこに長谷川伸との会話の中で言及された大衆性はどのように表れているの
か。この二つの問題を以下において論じていきたい。
第一節　初期作風の形成とその背景 13
　作品分析に入る前に、まず平岩弓枝の初期作品に見られる作風について簡
単に触れたい。というのも、『江戸の娘』に収録されている「鬼盗夜ばなし」14、
「奏者斬り」15、「狂歌師」、「出島阿蘭陀屋敷」の四篇とも初期の作品だからであ
る 16。
　平岩の創作活動を振り返ってみると、彼女をプロの作家へ導いたのは、動物
小説で有名な作家・戸川幸夫と、大衆文学の大家・長谷川伸である。この二
人は平岩の作家人生に最も大きな影響を与えた人物といっても過言ではない。
　前述のように、1955 年に平岩弓枝は友人の紹介で戸川幸夫の門下に入った。
初めて与えられた課題は売春防止法について小説を書くというものであった。
そこで、彼女は吉原を題材とした短篇小説「女の法案」17 を執筆し始めた。し
かし、吉原での取材ができなかったため、情景描写に間違いが多く、戸川に
九回も書き直しを命じられたという。彼女はエッセイにおいて、「先生は『女
の法案』を叩き台にして私に小説とは何か、人間を描くとはどういうことか、
小説の本質に何とか近づけようとなさったのだ」とも述べている。技法を磨
13	 この部分に述べている戸川幸夫と長谷川伸に関するエピソードは、主に平岩のエッ
セイ「なつかしい面影　第一回戸川幸夫」（「波」第 50 巻第 10 号、2016 年 10 月、
pp.2-5）、「なつかしい面影　第二回長谷川伸」（「波」第 50 巻第 9号、2016 年 11 月、
pp.2-5）を参照してまとめている。
14	 平岩弓枝「鬼盗夜ばなし」『日野富子』読売新聞社、1971 年
15	 平岩弓枝「奏者斬り」『絵島の恋』東京文藝社、1977 年
16	「鬼盗夜ばなし」と「奏者斬り」について、紙面で刊行された時期はいずれも 70 年
代だが、伊東昌輝の解説によると創作年代は 1958 年である。注 13 のエッセイによ
れば、「鬼盗夜ばなし」は新鷹会に入ってから間もなく例会で読み上げた作品だっ
たという。「奏者斬り」も、最初は研究会内部でしか発表しなかったものと思われる。
17	 平岩弓枝「女の法案」『大衆文芸』第 18 巻第 3号（1958 年 3 月）、pp.60-86
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きながら、平岩は自分の祖母をモデルとして、もう一つの短篇小説「つんぼ」
を書き上げた。この作品は戸川の推薦を受け、新鷹会の同人雑誌『大衆文芸』
に発表され、彼女のデビュー作になっている。
　その後、平岩弓枝は新鷹会に入り、長谷川伸の弟子にもなった。新鷹会は
1939 年に創設された、長谷川が主宰する小説の勉強会である。会員には著名
な大衆文学の作家が多く、村上元三、山岡荘八、池波正太郎などの時代小説の
名手もいた。平岩弓枝は 1958 年 3 月に入会し、その時期のメンバーについて
詳しく述べたことはないようだが、全員が文壇の大先輩であったことは間違い
ない。毎回の勉強会では、会員たちが自分の未発表の作品を持参して読み上げ、
指摘を受ける。そこで、平岩は「鬼盗夜ばなし」、「神楽師」18、「鏨師」などの
短篇を完成した。
　このように、平岩は戸川の門下で作家としての基礎的な技法を身につけ、新
鷹会でさらに多くの指導を得て勉強した。戸川と長谷川に師事した経験は、彼
女の作家人生の土台を築いたといえるだろう。数々の教えの中で、長谷川伸か
ら受けた「題材を身近かなものから取る」という指導は、彼女の初期作品に
強く反映している。そもそも、彼女はデビュー作「つんぼ」で、すでに自分
の祖母をモデルとして選んでいた。その後、実家の神社で親しんでいた神楽
師父子を原型にした「神楽師」と、父の刀剣鑑定の趣味からアイディアを得
た「鏨師」も書き上げた。それとともに、「狂歌師」や「鬼盗夜ばなし」のよ
うに、自分になじみがある古典を大胆に改編する作品も続けて発表している。
以上の例から見ると、平岩弓枝の初期作品に見られる一つの特徴は、とりわ
け自身の古典文化の素養を生かすことと、身近にいる人々の人生を融合して
表現したことである。
　その上で、前にも言及したもう一つの特徴がある。つまり、平岩の作品に
見られる女性に対する関心である。
　平岩がデビューした頃の時代背景から見ると、女性を主題として選んだこ
とは、必然的な一面があると考えられる。1950 〜 60 年代において、純文学で
も大衆文学でも、多くの女性作家が活躍していた。才女と称賛されていた原
田康子、有吉佐和子、曽野綾子などの二十代女性作家が次々とデビューした。
18	 平岩弓枝「神楽師」『大衆文芸』第 18 巻 9 号（1958 年 9 月）、pp.34-57
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この時代に女性作家が輩出した理由に関して、日本近代文学研究者の江種満
子は以下のように論じている。
　かつて私は、現代の女性作家に一九三〇（昭和五）年前後生まれが際立っ
て多いことに驚いたことがある。この女性たちは物心ついてから女学校
まで、戦争で空襲を受け、勉強どころか学徒動員に駆り出されて労働し、
戦争が終わったときには学制の変更の影響をこうむった。ばかりでなく、
一〇代後半において、昨日までの敵国アメリカが今日からの日本の価値基
準の策定者になるという世の頼り難さをしらなければならなかった。し
かしGHQによる女性解放政策は、戦時下の抑圧を女性たちが知っていれ
ばいるほど、彼女たちにひとしおの解放感をもたらした。女性たちは自
身の目的を立て、そこに向かって進むとき、これまでの女性たちよりは
るかにハードルが低いことを感じたはずだ。また、当然だが、解放的で
多彩かつ豊富な教養と感性の世代を担うことにもなった。19
　戦時中の体験と教育の普及、それに戦後の政治環境の変化は、当時の女性の
生き方に大きな影響を与えた。この状況において、女性作家たちは当然ながら、
女性である自分自身の体験と向き合い、表現していたのだろう。
　1950 年代から大きく発展して多彩になった女性文学の主題について、近代
女性作家研究者の与那覇恵子はいくつか大きなテーマを提示している20。主に、
多様化した女性の性の表現、それに伴って生じた男女関係の再認識、男性が
主導する社会制度への批判などの主題に分けられる。総じていえば、女性が
自身の社会的地位を再認識したことによって、それまで女性を抑圧してきた社
会環境を暴き出すことは、当時の女性文学において一つの目標になっている。
　平岩弓枝も、まさに 1930 年代に生まれ、50年代にデビューした女性作家の
一人である。江種が述べた時代背景と照応するように、彼女は中学生の時に
福井で空襲の惨状を目撃し、その後日本女子大学に進学した高学歴の女性で
19	 江種満子「第 5章　昭和二〇年代から四〇年代までの女性文学」『はじめて学ぶ　
日本女性文学史【近現代編】』ミネルヴァ書房、2005 年、pp.252
20	 与那覇恵子「第一章　女性文学の位相——二十世紀後半を軸に」『後期 20 世紀女性
文学論』晶文社、2014 年、pp.14-46
09_李紹楠_16号.indd   145 2019/03/25   14:36
146 平岩弓枝『江戸の娘』における女性像
ある。また、前に言及した長谷川伸とのエピソードにも出てきたように、同
時代にデビューした女性作家の凄まじい生き方に平岩が感嘆したこともある。
50 年代から変化した女性の生活環境と、当時の女性作家の活躍がもたらした
衝撃は、平岩が女性を積極的に描くようになった直接な原因といえる。
　その中で、平岩は与那覇が指摘したような戦後女性文学のテーマと関連して
いる作品を多く発表している。時代小説の作品でありながら、いわゆる古き良
き時代の日本女性を表現するだけにとどまらない。小説の背景が現代社会と
かけ離れていても、彼女はたえず同時代の女性の生き方に関心を寄せており、
現代の読者も共感できる女性像を描いている。
　本論で研究対象とする『江戸の娘』に収録されている短篇のほか、ここで、
もう一つ短篇小説「密通」21 を例として挙げよう。「密通」は 1959 年に発表し
た小説で、実在する江戸時代中期の俳人、建部綾足の逸話に基づいて書かれ
たものである。しかし、着眼点は彼の文学そのものではない。平岩は、綾足
が若い頃に兄の妻と不倫をしたことを取り上げた。作品の中に登場する建部
綾足は、兄嫁との密通を経てから、女性の身体に対して一種のコンプレック
スを抱くようになった。彼は、兄嫁のような体つきがあでやかな女性は「男
性が惹かれる」ものと考えている。妻・おこうを含め、そのような女性は「嫂
と同じ過ちを犯すのではあるまいか」と疑わずにいられない。その考えから、
彼はわざと自分の妻を歌人・加藤要人の門下に入門させ、彼と接触させた。し
かし、綾足の弟子の話から、おこうは夫の企みに気づいた。怒りと絶望に陥っ
たおこうは、綾足の弟子と家を出る。最後、綾足は自分が女性に対する偏見か
ら抜け出せないことに気づく。姦通を題材にする小説というと、夏目漱石の『行
人』を想起させる。ただし、「密通」は『行人』と同じく男性主人公の視点か
ら展開しているが、「密通」は家父長制社会の中で差別されている女性身体の
問題に注目している。男性が主導する婚姻制度の中で、女性の身体は男性の所
有物とみなされており、男性の権威にコントロールされ、恣意的に利用されて
いる。このような背景において、女性の反抗は結局自滅的な行為になっている。
一方、男性には処罰がない。日本では、姦通罪は 1947 年にようやく廃止された。
戦後から解放を求めていた女性の身体性について、平岩はこの作品を通じて関
21	 平岩弓枝「密通」『別冊文藝春秋』第 69 巻（1959 年 9 月）、pp.88-103
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心を示しているとも考えられる。また、与那覇が指摘した戦後女性文学にある、
女性の社会地位を再認識するという特徴の一つの反映とも言える。
　本論文では平岩の小説作品だけを扱うが、女性に関する作品というと、ほか
にテレビドラマの脚本も広く知られている。1968 年 4月から 1972 年 1月まで
放送された「肝っ玉かあさん」シリーズ（TBS）は、二人の子供を育てながら、
蕎麦屋を切り盛りしているシングルマザーの生活を描いている。1970 年 4 月
から 1975 年 4月まで 4シーズンにわたった「ありがとう」シリーズ（TBS）は、
父を亡くした女性主人公が警察官を志望して奮闘するストーリーである。い
ずれも女性の自立的な生き方に注目し、主人公の造形も従来の男性に依存し
ているような女性像と大きく異なっている。以上の脚本も彼女がデビューし
た時期から始まった作品で、初期から女性に関心を抱いていたことが窺える。
　ここまでの分析からわかるように、平岩弓枝の初期作品には、自身の古典
文化の素養を発揮する一面もある一方、同時代の女性の生き方に焦点を当て
ている一面もある。前者は平岩作品の舞台を築き上げる基礎であり、後者こ
そ平岩が表現したい重要なテーマといえる。これは、長谷川伸の「題材を身
近かなものから取る」、大衆性を表現すべきなどの教えの影響も大きいと考え
られる。これらの分析を踏まえて、次節から『江戸の娘』にある女性の造形
を対象として、その特徴と変遷を具体的に分析する。そのうえで、平岩作品
に描かれた現代女性にとって共感できる女性像の確立の過程も明確にしたい。
第二節　『江戸の娘』から見る女性像の変容
　本章では、平岩弓枝の短篇集『江戸の娘』22 を例として、彼女の初期作品に
表現されている女性像を、具体的に分析していく。『江戸の娘』に収録されて
いる女性を主人公にする五つの作品：「鬼盗夜ばなし」（1958）「出島阿蘭陀屋敷」
（1965）「日野富子」23（1969）「絵島の恋」（1971）「江戸の娘」（1975）を分析対
象とする。「狂歌師」と「奏者斬り」の二篇は、女性人物との関連性が少ない
ため、ここで詳しく論じないことにする。
22	 本稿で使うテキストは文庫本『江戸の娘』（角川文庫、2008）である。
23	 平岩弓枝「日野富子」『週刊読売』第 28 巻第 46-52 号（1969 年 10 月-11 月）
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　その中で、「鬼盗夜ばなし」、「日野富子」、「絵島の恋」の三篇は史実や伝説
に構想を得た作品であり、実在の歴史人物を主人公としてストーリーを作り
出している。一方、「出島阿蘭陀屋敷」と「江戸の娘」は、歴史を背景にしな
がら、歴史上の人物とほとんど関連性がなく、完全にオリジナルの登場人物
を描いている。また、前述したように、「出島阿蘭陀屋敷」も「江戸の娘」も、
「御宿かわせみ」シリーズと関連している作品である。そのため、本節では「鬼
盗夜ばなし」「日野富子」「絵島の恋」の三篇と「出島阿蘭陀屋敷」「江戸の娘」
の二篇に分けて論じていく。
1、暗闇の中の女性たち
　この項目では「鬼盗夜ばなし」「日野富子」「絵島の恋」の三篇から見てみよう。
　「鬼盗夜ばなし」は 1958 年の作品で、この中で最も早い時期に書き上げら
れたものである。この作品は文献に基づいてはいるが、主人公は実在しない、
虚構の人物・茨木童子を原型としている。茨木童子というと、『平家物語』や
御伽草子からその伝承が見られる。また、伝統芸能の中にも、河竹黙阿弥の
歌舞伎演目「戻橋」24 と長唄の「茨木」25 がある。茨木童子に関する物語の中で、
特に渡辺綱との戦いが、最も知られている。渡辺綱は歴史上の有名な武将であ
り、源頼光四天王の筆頭と言われている。伝承の中で、彼は鬼退治を命じられ、
茨木童子と戦うようになる。作品によって渡辺綱と茨木童子が出会った場所は
異なるが、いずれも渡辺は茨木童子の腕を切る。そこで、茨木童子は渡辺綱
の叔母に化けて、彼の家に乗り込んで腕を取り戻す。このように、従来の伝
承において、茨木童子の話は勇猛な武将と凶悪の鬼の対決が強調されている。
　ところが、「鬼盗夜ばなし」はこれらの記述を取り込みながらも、その人物
像を大胆にアレンジし、新しいストーリーを作り出した。茨木は鬼ではなく、
一人の勤勉な青年として設定されている。彼は貴族に利用され、さらにその
陰謀によってすべてを失う。「人間に愛想を尽かす」ほど絶望した茨木は盗賊
に転落した。自ら外道、あるいは鬼のような存在になったともいえる。一方、
渡辺綱の設定は伝承と完全に異なり、無能な臆病者として描かれている。
24	 本名題：戻橋恋角文字、初演：1890 年 10 月、東京歌舞伎座
25	 初演：1883 年 4 月、東京新富座
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　その中で、最も注目すべきは、平岩が創出した登場人物、主人公の媼である。
伝承の中で、茨木は自ら渡辺の叔母に化けて腕を奪い返す。しかし、この小
説では、腕を奪うのは媼、すなわち茨木の母と設定されている。しかも、ストー
リーの展開もこの媼の視点に基づいている。もともと男性人物を中心とする
武将と鬼の物語は、一対の母子をまつわるストーリーに変貌した。それによっ
て、小説の主題は母親の愛情と、そこから生じた復讐心になった。小説の冒頭
ですでに、媼は橋の上で渡辺を罵り、強い憎しみを示している。周りの人に
殴られて倒れても、起きてまた息子のことを思う。渡辺に武力では勝てないが、
せめて息子の腕を奪って帰りたいと決心した。やがて、媼の痛恨はその腕に面
した時に最大化する。彼女は「獣じみたうめき声」を上げ、「両目から瞋恚の
炎がめらめらと燃え上がった」。媼を追ってきた渡辺の目に、「赤と青の、一本
角と三本角の悪鬼の顔」が、媼を「守るようにして一かたまりにな」って彼を
見ているのが映る。この時に媼は本当の鬼になったのだ。最後に、媼は腕を奪
い取って故郷へ帰ったが、彼女は最後まで息子が隣にいることに気づかなかっ
た。権力者によって破壊された母子二人の人生は修復できず、救いのない結
末を迎える。この作品は、前述した「つんぼ」の翌年に発表したものである。
「つんぼ」に登場する祖母も媼も、日本の伝承に描かれている鬼婆と彷彿させ
る恐ろしい一面がある。ただし、媼の造形には、母であるものの強烈で献身
的な愛情が強調されている。そのうえ、虚しい結末は、権力者に抗えない女
性の無力のようなものも反映している。
　短篇「日野富子」も、一種の復讐を描いているストーリーである。題名の通り、
主人公は室町時代の将軍・足利義政の正室・日野富子だ。内容は六回に分け
られている。第一回の「美少女」は、日野富子の少女時代を主題とする。第
二回「長い夏」と第三回「表と裏」は、日野富子が将軍家に嫁いで、足利義
政と細川勝元に愛情を翻弄されたことを描いている。第四回「悪夢」において、
愛情に絶望した日野富子は男たちに復讐しようと、権力闘争に加担し始める。
第五回「二つの太陽」と第六回「魔性」は足利幕府の揺らぎを背景に、日野
富子が権力の頂点から壊滅的な結末に転落した過程を描いている。
　この小説は 1969 年の『週刊読売』（臨時増刊を除く）で複数の作者が代わる
代わる連載した「日本悪女伝」の中の一篇であり、10月 10 日から 11 月 14 日
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まで約一月にわたった。連載作品はすべて歴史上の女性人物を主人公としてい
る。作家陣にも女性が多く、吉屋信子、杉本苑子、田辺聖子などの著名作家も
作品を提供した。中には、男性作家の作品もある。たとえば、戸板康二の「淀君」、
山田風太郎の「元禄おさめの方」、吉行淳之介の「小野小町」などが挙げられる。
当時の著名な大衆文学作家が揃った豪華な企画ともいえる。
　実際、「日本悪女伝」の企画には先例があった。1953 年の『婦人公論』には、
十二人の女性作家によって十二回の連載シリーズ「物語人物女性史」が掲載
された。作家陣はすべて女性で、平林たい子、円地文子、佐多稲子などを含
め、当時の優秀な女性作家が多く参入した。好評のため、のちに『女の歴史』26
という題名で単行本化もされた。「日本悪女伝」シリーズが企画された経緯に
ついて、編集者が詳しく述べたことはないようだ。しかし、「物語人物女性史」
シリーズが掲載された理由について、『女の歴史』の編者松島栄一は「あとがき」
において詳しく言及している。
　
　戦後、女性の社会的地位の向上と、真の女性解放の実践・闘争とあいまっ
て、女性史の研究もまた多くの発展をしめしてきた。（中略）その動きを
見るとき、新しい女性史の研究の、したがってまた女性解放運動の飛躍
的な発展を見る時期が来たことを、感ぜずにはいられないのである。
　本書で描かれた十二の中心人物は……かえって古い歴史学においても
注目された人物である。しかもその女性にしてからが、やはり、多くの、
いな、すべてのわが国の女性が味わい、感じ、戦わなければならなかった、
さまざまの重圧や悲哀のなかに生きてきた生涯をもっているということ
である。（中略）そういう新しい女性史の基盤のいずこかに、この十二人
の女性たちも、必ず位置するであろうとおもわれるのである。
　
　以上の引用には、「日本悪女伝」が掲載された時代背景もある程度窺える。
この「物語人物女性史」シリーズでも日野富子は重要な歴史人物として取り
上げられ、芝木好子によって短篇が書かれた。芝木の小説は平岩の作品と同
じ富子の一生を描いているが、主に富子の政治的手腕に注目している。美し
26	 松島栄一編『女の歴史』河出書房、1955 年
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くて聡明な上に、野心的でもあり、強い自信を持っている富子像である。
　ところが、平岩弓枝の小説における日野富子の造形は完全に異なっている。
　平岩の作品に近い年代の日本史研究を参照すると、勝野隆信が『室町幕府 :
その実力者たち』27 において、日野富子に関する史料が実際少ないことを指摘
している。特に、彼女が将軍家に嫁いでからの三年間、彼女の行動を記録する
ものはほとんど残っていないという。このことを踏まえてか、平岩の小説では、
富子は将軍家に入ってから長く冷遇されていた。そもそも、彼女は結婚の前に、
自分が兄の出世に利用されたのを知り、偽りの兄妹愛に絶望していた。その後、
富子は自分の感情を細川勝元に向けたが、細川もまた野心のために彼女を裏切
る。やがて、富子は周囲の男性に失望し、自分を「女の体を借りた一匹のけもの」
に変わって、男たちに復讐しようと決心する。そこから、富子は権力者たち
と次々と関係を持ち、策を計画して自らの地位を高める。芝木の小説において、
日野富子は政治家のように振舞っていたが、平岩の小説では根本的に異なっ
ている。彼女は権力闘争の犠牲となったというほうが妥当だ。結局、崩壊し
つつある足利幕府のもとで、彼女も彼女を裏切った男たちも虚無的な結末を
迎える。
　平岩の日野富子の人物像で最も明確な特徴は、その強調された女性性であ
る。たとえば、史実では富子は財産を増やすために様々な暴政を行ったとされ
るが、小説ではその策は富子の兄が施行したものになっている。また、彼女の
本心では財産と権力より、常に男性からの愛情を求めている。愛情が破綻し
てから、彼女はさらに自分の身体を使って男性をコントロールしようとする。
逆に言うと、この作品の中で富子が周りの男たちと関係を持つ方法は性行為
しかない。そのうえ、愛情に対する執着が、兄や息子との近親相姦までに発
展させたように描かれている。当然ながら、兄の日野勝光も息子の足利義尚も、
彼女と性的関係を持ったという史料はないようである。この誇張した描き方に
よって、男性人物の造形は均質化される。つまり、男性人物は、富子を権力
の道具か、性の対象か、としか認識しないのだ。このような日野富子の造形は、
閉鎖的な男性社会におおいて女性が必然的に悲劇的立場におかれたことの反
映といえるのだろう。
27	 笠原一男編『室町幕府 : その実力者たち』人物往来者、1965 年
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　「絵島の恋」は同じく歴史上の女性を主人公とした小説で、江戸城大奥の御
年寄江島が歌舞伎役者と密通する、いわゆる江島生島事件から構想を得た作品
だ。この事件を描く作品としては、それ以前に 1913 年に上演された長谷川時
雨の歌舞伎演目『江島生島』28 があり、また、舟橋聖一の小説『絵島生島』29 も
大きな反響を呼んだ。ただし、平岩の「絵島の恋」はやはり、彼女独自の解
釈で再構築されている。従来の作品の中で、絵島は生島と恋人として描かれ
ているが、「絵島の恋」において、彼女は日野富子と同じく、権力争いの犠牲
者になった。ストーリーもとてもシンプルで、絵島は月光院に頼まれ、月光院
の幼馴染の歌舞伎役者・生島新五郎と接触した。しかし、その後、月光院は
絵島と間部詮房の密通に嫉妬したため、絵島と生島の姦通を捏造する。最後に、
絵島と生島は流罪に処される。この小説では間部詮房も生島も絵島を愛して
いない。従来、愛情に身を捧げた女性として描かれた絵島であるが、この作
品で日野富子と同じく完全に政治的陰謀の犠牲者になっている。
　このように、平岩は常に女性人物に注目しており、多様な題材を通じて女性
を表現していることがわかる。そのうえ、平岩が女性の視点で伝承と歴史を
再解読しようとする意気込みを持っていたことも明確に読み取れる。特に「日
野富子」にはその考えが強く反映されているといえる。実際、雑誌インタビュー
で、彼女は時代小説を書きたい人々に向けて、このようなアドバイスをして
いる。「あんまり資料にこだわっても、しょせん一〇〇パーセントの資料を集
められるわけはありませんから。二十代は二十代の、三十代は三十代の歴史
観があっていいんだ」30。彼女が常に独自の歴史観を重要視していたことは明ら
かである。実証できる史実に対しても、虚構した歴史に対しても、平岩は例
外なく自分の認識を投影している。
　また、この段階で登場した女性像は常に復讐など負の感情と関連しており、
主人公たちはいずれもその破滅的な結末を迎えている。このように、女性の苦
痛に注目することは、前の引用にある「血まみれ泥まみれ」の体験から生み
出された同時期の女性文学に対するオマージュとも考えられる。ただし、苦痛
28	 初演：1913 年 11 月、東京帝国劇場
29	 舟橋聖一『絵島生島』新潮社、1954 年
30	 平岩弓枝「時代小説と私」『本の話』第 2巻第 6号（1996 年 6 月）、pp.56-61
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の表現も虚無的な女性像も、平岩が初期作品における一つの探索であり、到
達点とは言えない。短編集の表題作である「江戸の娘」が発表された頃まで、
その女性像はまた変化し、さらに現代性が強い造形になっていく。以下では、
その変わり目にあたる作品を分析していく。
　
2、明るい未来への転換
　この項目では、「出島阿蘭陀屋敷」と「江戸の娘」について論じる。前にも
言及したが、二つの作品の内容は、のちに発表された長篇小説「御宿かわせみ」
シリーズと深くかかわっている。
　「出島阿蘭陀屋敷」は 1965 年に『別冊小説新潮	昭和 40 年夏季特別号』で発
表した短篇であり、江戸時代の長崎に設立されたオランダ人の居留地、出島
を舞台としている。出島はもともとポルトガル人のための施設だったが、寛
永 16（1639）年にポルトガル人が追放され、寛永 18（1641）年にオランダ商
館は長崎へ移転するよう幕府に命じられた。当時の法律によって、オランダ
の商人は出島でしか住居できなかったという。小説の主人公、きぬえは丸山
遊廓の大坂屋に属している遊女である。オランダ屋敷に住んでいる甲比丹 31、
ヤン・キュルシュウスはきぬえを愛し、日本に来るたびにきぬえを屋敷へ招く。
そこで、彼女はヤンの奴隷、アキレス・ハンフウキと出会った。きぬえはアキ
レスとほとんど言葉が通じないが、彼の優しさに惹かれた。しかし、彼らはお
互いに好意を持っていても、明言することは不可能だと知っている。それでも、
愛情を抑えられないアキレスは、遊廓にきぬえに会いに来た。最後に、二人
は一緒に海辺へ逃亡し、アキレスの故郷に向かって、海を泳いで姿を消した。
文庫本『江戸の娘』の解説によると、この作品は「長崎犯科帳」という史料
から構想を得たもので、アキレス・ハンフウキは実在する人物だという。た
だし、その記述は、「出島オランダ屋敷で働いていた東南アジア系の男が、当
時、法律で禁じられていた長崎の丸山遊廓に行き、それが発覚して処罰された」
というだけである。この短い記述が、平岩の独自の想像力によって、男性奴
隷のストーリーから遊女を主人公とした悲恋に変わった。
　ここで一つ注意すべきは、主人公きぬえが純粋の日本人ではないというこ
31	 江戸時代、長崎の出島にあったオランダ商館の館長。
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とである。小説の中で、彼女の出身について明らかな記述はないが、彼女に
関する描写の中で外国人あるいは混血児を暗示する箇所が多くある。最初か
ら、きぬえは体格がほかの女性より「すば抜けて大柄」で、「肉がよくしまって」
肌も白いと、その特殊な外見が強調されている。「日本人の男には、逢っただ
けで、何か劣等感を感じさせてしまう」ため、彼女は「出島行の遊女」になっ
たのである。また、きぬえは外出する時に、わざわざ中国人の寺、崇福寺を
訪ねた。その原因は、「媽祖の女像が若くて死んだ母の面影に、どこか似てい
る」ということである。媽祖はもともと中国の福建省にある郷土神で、航海
の守護神として祀られている。実際、江戸時代の長崎には、オランダのほか
に中国の商船も多く出入りし、貞享 5（1688）年に中国人の商人のために唐人
屋敷も建設されたほどだ。きぬえの母が中国人である可能性が読み取れるだ
ろう。体格が大きいことを勘案すると、きぬえは中国人とオランダ人の混血
児であることも示唆されている。さらに、ストーリーの最後で、きぬえは「長
崎の町をふりむい」て、「生れて、育った日本の長崎という町に」「なんの未練
もないと思った」と描かれている。この言葉から、きぬえはすでに長崎は本
当の故郷ではないことに気づいたともいえる。このように、この小説では実際、
アキレスときぬえの二人の異国人が存在している。
　きぬえの人物像から想起されるのは、「出島阿蘭陀屋敷」と近い時期に出版
された有吉佐和子の長篇小説『非色』である。1960 年代はちょうどアメリカ
の公民権運動が激しく展開していた時期だった。『非色』はそのような時代背
景において、日本女性の視点から国際結婚と人種差別を描き出した長編作品で
ある。1963 年 4月から 1964 年 6月まで『中央公論』で連載され、1964 年に単
行本化もされた。ストーリーは日本人の主人公・笑子を視点人物として、彼女
とアメリカ進駐軍の黒人兵士との結婚、およびその後のアメリカ生活を描いて
いる。その中で、差別は黒人だけに向けられる問題ではない。笑子のように黒
人と結婚した「戦争花嫁」も、黒人との間で生まれた混血児も同じく差別の
対象になっている。『非色』の英訳タイトル『NOT	 BECAUSE	 COLOUR』に
示されているように、差別の本質はもはや人種と関係なく、社会の上層部に
よる下層への圧迫であるという主題が見える。
　もちろん、平岩弓枝の「出島阿蘭陀屋敷」は『非色』と比べるとかなり短
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く、主題も人種問題というほど深くはない。ただし、差別という社会問題は
確かに反映している。むしろ、平岩は日本の歴史から、現代社会の人種差別
問題を彷彿とさせる問題点を探し出したともいえる。一方、『非色』の笑子は
もともと差別されなかった存在であるのに対して、きぬえは生まれながらに
差別された存在である。冒頭のシーンにおいて、甲比丹のヤンはアキレスを
寝室に呼び、わざと彼の前できぬえを愛撫する。恥ずかしがっているきぬえに、
ヤンは「大丈夫デス。アレハ人間デナイ。犬、猫、牛……動物トオナジ」と言った。
実際、この場面において玩具のように扱われたきぬえも、アキレスと同じ「動
物」とされた。その後、きぬえ自身も気づく。「ヤンのような男たちには、私
も、黒ん坊と同じように、人並みに思えない動物なのだろう」とも思っている。
このように、当時の社会環境において、彼らは異国人というだけでなく、異物
でもあった。それゆえ、同類としてきぬえとアキレスは、言葉が通じなくて
も、お互いに好感を抱く。ただし、彼らが自由を求めても、待っているのは
破滅しかない。それでも、小説の最後では、きぬえとアキレスは逃亡を選んで、
未練なく海に進んだ。
　きぬえとアキレスが目的地に到着できるとはとても考えられない。しかし、
彼らの最後を描いているシーンはとても明るい。きぬえは「童女のような和
やかな顔」で、アキレスも「幸福そうな笑顔」を見せた。海の上に、「日が上り、
光が長崎の海を照らした」。前項で論じた三つの作品と類似している暗い基調
の上で、わずかな希望を暗示している。
　表題作「江戸の娘」になると、ついに真のハッピーエンドが描かれる。前
述したように、「江戸の娘」に登場する主人公・お鶴と章二郎について、その
造形が「御宿かわせみ」シリーズの主人公・庄司るいと神林東吾へと受け継
がれたといわれている。お鶴は料亭・鶴伊勢屋の娘で、子供の時から武術を
稽古していた果敢な女性である。町に喧嘩や暴力がある時、彼女はよく「い
い気になって女伊達の真似をしていた」という。一方、彼女の恋人の章二郎は、
旗本の高橋家の次男であるが、兄が急死したため、家を継ぐことが決まった。
「御宿かわせみ」シリーズの主人公るいとお鶴を比べてみると、二人とも気丈
な女性で、商家を経営する女主人でもある。また、章二郎と東吾の共通点は、
ともに旗本の次男でありながら、兄の事情によって家を継がなければならな
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いところである。基本的な人物設定には連続性が確かにある。そのうえ、二
つの作品は同じく幕末を時代背景としている。ただし、ホームドラマ的な「御
宿かわせみ」シリーズと比べると、「江戸の娘」はラブロマンスの性質が強い。
ヒロインのお鶴は、最初に章二郎に対して反感を持っていたが、ストーリーの
進行とともに彼の人格に惹かれる。一方、章二郎もお鶴に好意を寄せているが、
恥ずかしさで素直に表現できない。お鶴の嫉妬によって二人はようやく本心を
打ち明ける。しかし、章二郎はのちに鳥羽伏見の戦いのため上洛し、一回江
戸に帰ったものの、またすぐに江戸を離れるようになった。その間、年号は
慶応から明治になり、江戸も東京になった。幸い、「大きな時代のうねりの中を、
恋一筋で生き抜いた強い江戸の娘は」、最終的に生還した章二郎と再会を遂げ
た。時代の変わり目を生き抜く恋人のストーリーは、1952 年に日本で上映さ
れたアメリカ映画『風と共に去りぬ』を想起させることもあり、従来の時代
小説というより現代的なラブコメディーと類似している。
　小説の最後、月の下で抱き合う二人のシーンは、短編集『江戸の娘』にお
いて最も穏やかで美しい結尾である。「出島阿蘭陀屋敷」の結末に少し匂わせ
ていた明るい希望は、「江戸の娘」においてようやく完成形になったといえる。
主人公お鶴の造形に反映されている人物像は、前項で論じた消極的な女性像と
すでに大きく異なっている。虚無的で、破滅的なイメージから、不屈で強い
女性の造形に変身していた。ストーリーの最後で、主人公はその堅忍ゆえ明
るい未来を迎えるようになっている。そもそも、彼女の名前である「鶴」は
古くから日本文化の中で重要なシンボルになっており、そのイメージは常に
幸運や美徳と関連している。この名前から、作者がお鶴を理想的な女性とし
て描きたかったことも読み取れるだろう。しかも、古き良き時代の日本女性
ではなく、現代的な強い女性として描いている。武術を嗜んで暴徒を殴ったり、
武士である相手と口喧嘩したりする。このように、男性の暴力と権威に負け
ない女性像は、むしろ現代女性の憧れを反映している。
　以上の分析を念頭に、題名の「江戸の娘」の意味についても考えてみよう。
主語の「娘」は、言うまでもなく主人公お鶴を指している。一方、小説の時代
背景は江戸時代と明治時代の変わり目に設定されており、ストーリーの最後に
江戸はすでになくなっていた。とはいえ、「徳川様のお膝元が、天朝様のお膝
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元に変わった戸惑いはあっても、庶民は、むしろ武士より遥かに早く時代に順
応しつつあった」。この一文から、時代が変わっても大衆の生活は普通に続い
ていくとする意図が読み取れる。お鶴もその大衆の一人であり、時代が変わっ
ても依然として強く生き、恋人を待っている。このように、あえて江戸を強
調している表題「江戸の娘」は、お鶴が平岩作品において、時代を超えた理
想的な人物像であることを示している。
　前述したように、「江戸の娘」は「御宿かわせみ」シリーズの原点とされて
いる。短編集を『絵島の恋』から『江戸の娘』に改題したのも、同時期に連
載を展開した「御宿かわせみ」シリーズと照応させるためであろう。現在、「御
宿かわせみ」シリーズはすでに 40 年以上連載されており、もはや平岩のライ
フワークになっている。そのシリーズの原型となったお鶴の造形は、平岩作
品の女性像の一つの達成だったのではなかろうか。
　このように、平岩の初期作品における女性像の変化は明確である。この変
化は、平岩が作家として表現すべきものに対する探索する過程であったと考
えられる。前述したような彼女自身の作家としての資質に対する困惑もあり、
社会環境の影響もある。50年代末から 70年代中頃まで、日本は高度経済成長
を経て、大衆の生活も大きく変化した。平岩弓枝は、その時代について、2015
年のインタビューでこのように述べている。「今にして思えば、日本人が敗戦
の衝撃から立ち直り、遮二無二働くことで祖国を守ろうと志した結果が漸く
実を結び出したのが高度成長期であった」32。彼女が日本社会の再生から明るい
希望を感じていたことがよく分かる。すでに戦後の困難から抜き出し、新しい
時代を生きる大衆に向けて、どのような作品を書くべきか。それを模索するた
めに「出島阿蘭陀屋敷」と「江戸の娘」があり、さらにそこから発展していく「御
宿かわせみ」シリーズはその答えであったといえる。女性の社会地位が向上
しつつあった 70 年代において、苦難だけを表現するのではなく、希望を持つ
明るい女性像こそが大衆小説作家が提供すべきものだという平岩のメッセー
ジが読み取れるだろう。
32	 平岩弓枝「わたしの高度成長期」『文藝春秋』第 93 巻第 3 号（2015 年 2 月）、
pp.240-242
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おわりに
　本論文では、筆者は平岩弓枝の初期作風を踏まえ、短編集『江戸の娘』に収
録されている五つの作品を研究対象として、その中に描かれている女性像を分
析してきた。「鬼盗夜ばなし」、「日野富子」、「絵島の恋」の三篇は、史実また
は伝承を大胆に改編し、女性登場人物に新しい解釈を与えた作品である。一方、
「出島阿蘭陀屋敷」と「江戸の娘」は、ともに「御宿かわせみ」シリーズと関
連している小説で、オリジナルの女性人物を作り出し、平岩の独自の女性観
を全面的に表現している作品だった。その中における女性像の特徴について、
以下のようにまとめられる。
　まず、五つの作品を総じて見ると、平岩は常に女性に注目していることが
明確に分かる。女性を描き続けた理由として、1950 年代から日本で大きく発
展した女性文学の影響が挙げられる。苦しい人生体験から生み出された同時
代の女性文学を背景に、彼女は自分の作品が表現すべき主題を模索していた。
その中で、多くの作品が戦後女性文学の主題と同様に、女性が面している苦
悶を主題としており、男性が主導する社会の中で女性の生きづらさを表現し
ている。一方、現代大衆と共感できる女性像を作り上げることも重視し、女
性人物の造形には現代社会の影響が強く反映されている。
　また、以上に論じてきた作品に登場する女性たちは、人物設定にそれぞれ異
なる着目点があり、多様な女性像を表現している。「鬼盗夜ばなし」には献身
的な母性愛を抱いている女性が描かれており、「日野富子」と「絵島の恋」に
は閉鎖的な男性社会における悲劇的な女性を造形している。一方、「出島阿蘭
陀屋敷」では異国人としての女性が登場し、彼女を通じて人種問題と遠から
ず関連する主題が表されている。「江戸の娘」になると、女性主人公は自立的
で辛抱強い女性になり、70 年代の活気ある日本社会と照応するような明るい
女性を表している。これらの作品には、平岩弓枝の大衆作家として、時代の
変化を素早く感じ取る一面と、視野の広さが反映しているといえる。
　とりわけ、作品に描かれた女性像の基調の変遷も鮮明に見える。デビューし
た頃に描かれた壊滅的な女性像は、70 年代に希望を持つ積極的な造形へ変化
し、ライフワークともいえる「御宿かわせみ」シリーズに受け継がれた。社会
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の変化とともに、大衆が小説に求めているものも変わる。時代の流れを感じ
取り、現代の大衆が強く共感できる人物像を磨き続ける。このように、デビュー
してから「江戸の娘」まで、平岩は現代的な視点をとり、自分の大衆小説の
スタイルを確立した。その後、「江戸の娘」から大きく発展した「御宿かわせみ」
シリーズは、今でも多くの作家が及ばない成功を収めたのである。
　紙幅の制限によって、研究対象に対する論述にはまだ不足の点が多くある。
平岩の膨大な作品群に対して、この短編集だけでは、その文学性のほんの一
部しか論じられない。代表作の「御宿かわせみ」シリーズはもちろん、ほか
の歴史小説や現代小説に見られる平岩弓枝の作品の多彩な貌の探求を、今後
の課題の方向性として示したい。
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<ABSTRACT>
Portrayals of women in Hiraiwa Yumie’s collection of 
short stories The Girl in Edo
LI  Shaonan
Hiraiwa Yumie (1932 - ) is a leading woman writer among Japanese 
popular novelists. Her most famous work called On'yado Kawasemi is a series 
novels, which has been serialized for over 40 years to date and still has many 
fans. In addition to popular novels, she also has written scripts for screenplays 
and theater dramas actively. However, there are only few academic research 
on her works. Most of the studies are paying attention to the elements of 
her knowledge of classical literature. Definitely Hiraiwa has grounding in 
Japanese classical literature. However, she also has written many works to 
descript contemporary lives. The modernity that she express in her various 
works, should not be overlooked. It is especially important point that her 
works always focus on the womenʼs living in the society of today.
The purpose of this study is to shedding lights on portrayals of women 
in Hiraiwaʼs works, so as to explain how she express womenʼs issues in 
modern society, focusing on the collection of short stories called The girl in Edo 
(1977). 
This article discuss about five stories which have five female 
Protagonists. They can be divided into two groups: A night story of demon, Hino 
Tomiko, and The love of Ejima are stories based on historical facts or traditions, 
showing new interpretations of female figures in history. On the other hand, 
Dutch’s House in Dejima and The girl in Edo are both related to the On'yado 
Kawasemi series. They are about fictional female figures and express Hiraiwa's 
original view of history. The characteristics of the female figures in stories 
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can be summarized as follows: First of all, the shaping of female figures 
are strongly influenced by values of modern society in Japan. In particular, 
Hiraiwa is paying attention to the suffering that various women are facing. In 
addition, female figures in the works are also reflected to women's issues of 
today. When five stories are viewed as a whole, we can see the gradual change 
of the tones about female characters. Tragic female statue in the works until 
the 1960s had changed to positive shaping with hopes in the 1970s. It is clearly 
that Hiraiwaʼs portrayals of women usually present modern women lives, 
althroug they are written as historical fiction. 
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